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年頭所感

　2023年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

皆様には、日頃から当協会の運営にご支援ご協力を賜り、心より御礼申し上げます。

　

　国内の医療用医薬品の半分以上がジェネリック医薬品となる中、ジェネリック医薬品供給の「医療

インフラ・社会インフラ」として今や大きな責任を負っていると認識しております。

　こうした中で、2020 年末以降に複数の会員企業による不適正な製造管理、品質管理に端を発する

供給問題により、患者様、医療関係者様、薬局様、流通関係者様、保険者様、行政当局の皆様に多大なご

迷惑をおかけする事態となっておりますことを、協会会長として大変重く受け止めております。現在

も続いている多くの医薬品供給不安の解消に向け、会員会社の皆様におかれましては、可能な限りの

増産対応、供給状況に関する最新情報の提供等に努めていただいているところかと思います。多くの

品目で前年を超えた出荷量になっている一方で、一部の品目においては「限定出荷」を解消できてい

ない状況です。医療関係者等の皆様から情報のすみやかな提供を求められる中で、会員会社における

品目毎の供給調整状況一覧を協会ホームページに公開すること、また、業界内での取組みの範囲を越

え、業界外組織とも協力体制を確立し、正確かつ迅速な供給状況情報の提供を目指すことで、医療機

関、薬局の皆様の供給不安解消に努めていくものと考えております。

　当協会では、信頼回復に向けた取組み、

・コンプライアンス・ガバナンス・リスクマネジメントの強化

・品質を最優先する体制の強化

・安定確保への取組み

・積極的な情報の提供と開示

・協会としての活動の充実、国等との連携

につきまして、会員会社における体制をさらに強化し、取組みの継続・強化を行ってまいりました。

これまで会員各社皆様による製造販売業者として製造所の査察・監査等が行われており、製造所お

いても適宜自己点検等が行われています。これに加えて、行政による定期査察や無通告査察等も行わ

れてきているところでございますが、今般新たに外部のGMPエキスパートに支援を頂き、各製造所

が適切な管理体制の下で製造されていることを、製造販売業者による監査を通じて確認することで、

会員各社の製造所のGMPのレベルアップを目指したいと考えております。

日本ジェネリック製薬協会
会長 高田 浩樹 氏
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　私たちジェネリック医薬品企業は、単なる製造販売企業ではなく、人々の生命に直結し、保健衛生

の向上に寄与する生命関連産業の一員であり、品質が担保され、「有効」 で 「安全」 な医薬品を市場に

安定的に供給することが、私たちの社会における存在意義であると認識しております。患者様および

医療関係者様に「安心」して使用いただけるジェネリック医薬品が安定的に市場に流通する状況を実

現してまいりたいと考えております。

　本年も、協会として、コンプライアンス・ガバナンス・リスクマネジメントの強化とともに、品質

確保と安定供給の取組みを継続し、国民の皆様に対して、医療に貢献し続けてまいりたいと考えてお

ります。

　協会の運営にご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

　

新年のご挨拶 177号1 月
2023年
令和5年
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会員会社だより

　新年あけましておめでとうございます。

　新型コロナウイルス感染症の第一線で闘う医療関係者の方々に深く感謝申し上げると共に、皆さ

ま方のご健勝をお祈り申し上げます。

　私ども同仁医薬化工は、「医薬品を通じて人々の健康とよりよい生活環境づくりに貢献する」 という

企業理念のもと、安全で優れた品質の製品を世に送り出すことを信条として、 医療用医薬品、一般用医

薬品及び医薬品原薬の研究開発と製造に力を入れてまいりました。私どもは、医薬品業界発展の一翼を

担う存在であり続けること、そして、皆様から信頼され、必要とされる企業を目指しております。

　生命関連企業の一員としての自覚をもって、高品質な製品の安定的供給、新しい製剤技術の研究開

発、生産・品質管理の拡充整備に、引き続き全力で取り組んでまいります。

　当社は分包内用液剤、カプセル剤（硬カプセル、腸溶性、徐放性）及び外用剤（テープ、ゲル、ローショ

ン）の開発・製造を行っております。特に、分包内用液剤では使いやすさなどのニーズに対応した分

包包装を開発しております。これからも、長年の医薬品研究開発や製造で蓄積した技術を基盤とし

て、適切なコンプライアンス体制を構築し、高い倫理観をもって誠実かつ公正で透明性の高い企業活

動を遂行してまいります。

　当社は、東京都中野区に本社を構えておりますが、福島県福島市に工場及び研究所を置いており、

こちらに役員と従業員が多く所属しております。福島県は、南北に連なる阿武隈高地と奥羽山脈を境

に、西から「会津」「中通り」「浜通り」に分けられており、それぞれの地域が異なる気候風土のもと、魅

力的な自然・歴史・伝統が残る地域です。

　また、福島市をはじめとする福島県の県北地方は、全国でも有数のくだものの産地です。福島市で

は、盆地特有の気候と風土を生かして、初夏のサクランボ、真夏のモモ、秋のナシやブドウ、そして初

冬の蜜入りリンゴなど、季節ごとに新鮮なくだものを楽しむことができます。そんな魅力たっぷりな

福島県に是非一度お越しください。

177号1 月
2023年
令和5年

同仁医薬化工株式会社
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177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

流通適正化委員会

【アンケート調査の概要】

　・ 調査方法 会員会社へのMail 送信による聞き取り調査

　・ 調査期間 2021年4月1日～ 2022年3 月31日

　・ 調査期日 2022年8月18日

　・ 提出会社 37 社中35社（提出率：94.6％）

【前提条件】

● 会員各社の決算月が異なりますが、アンケートは直近2 期分の決算の数字でご返答下さい。         

例えば3月決算の会社は2021年3月度決算と2022年3月度決算の数字を、12月決算の会社は

2020年12月度決算と2021年12月度決算の数字をご記入下さい。

● 吸収合併など集計に影響を及ぼすと考えられる事項があった場合は、備考欄にご記入下さい。

● 対象品目は承認品目とし、販売のみの製品は除いて下さい。また、原薬の販売や受託加工賃は含め

ず、あくまでも医療用医薬品の最終製品の売上高のみをご記入下さい（＊質問4 については全販

売品目を対象としてご回答願います）。

・・・・・・・・・・・・・・調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・

【質問１】貴社の医療用医薬品の販売金額と構成比をご記入下さい。

○ 「Ａ．ジェネリック医薬品（後発医薬品）」は、「診療報酬上の後発医薬品」（日本薬局方における「診

療報酬上の後発医薬品」は含み、昭和42 年9 月末日以前承認品目は除く）を対象として下さい。

○ 「Ｂ．先発医薬品、その他」については、上記に該当しない医療用医薬品の売上をご記入下さい。

2021年度 流通体制に関するアンケート調査結果
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流通適正化委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

【コメント】

　回答のあった35社の医療用医薬品の売上の合計は8,171億円、そのうちジェネリック医薬品の売

上高は7,171億円で、前年度からの伸長は＋0.2%で、医療用医薬品全般の伸長は＋0.7%であった(販

売額ベース）。

　先発品の伸びとしては長期収載品の承継が自社承認に切り替わった例が報告された。ジェネリッ

ク医薬品の限定出荷増加に伴い、先発品を代替にした事も考えられる。
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【コメント】

　回答のあった34社のジェネリック医薬品の売上は、販社ルートおよび直ルートに伸長が見られ、

全ルートの内、販売金額の卸ルートの構成比は66.2％と微減した。限定出荷による商品調達や、独立

行政法人 地域医療機能推進機構（JCHO）に纏わる談合問題のペナルティにより、販売ルートが拡散

したものと考えられる。

流通適正化委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

【質問2】質問１の「Ａ．ジェネリック医薬品（後発医薬品）」について、ルート別年間売上と構成比を

ご記入下さい。
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【コメント】

　金額、構成比ともに突出した調剤薬局が 0.3%伸長し、販売金額の構成比で70.7%と増加した。

病院も主にDPC対象病院で1.9%伸長した。

流通適正化委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

【質問3】施設別取引高と構成比をご記入ください（＊質問 2で①～③に売上があった会社のみ）。

○ 各社で把握しているもののみを記載して下さい（集計ができない場合は「未集計」に記載下さい）

○ 病院の売上の内訳（DPC対象病院・その他の病院）についても、可能な限りご協力ください。
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流通適正化委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

【質問4】販売包装単位、および元梱包装単位への変動情報を含むバーコードの付与が原則化されま

した。貴社の状況について下記の表に記載ください。

○ 2022年3月末現在の状況をお答えください。

○ 委託製造を含む全アイテム、そのうち自社製造分についてそれぞれご記入をお願いします。
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【コメント】

　販売包装単位、元梱包装単位への変動情報を含むバーコードの付与状況において「有効期限」につい

て集計した。

　昨年の集計時には、販売包装単位、元梱包装単位共、主に外用剤の付与率に遅れが見られたものの、

今回については全製剤でほぼ充足されていた。

流通適正化委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告
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　薬学生向けの啓発活動の一環として、「学生向け教育資材」をもとに講義を行っております。

　2022年12月には、3校の大学に講義の時間を設けて頂きました。ご協力頂きました先生方に改め

て感謝申し上げます。

　講義後にジェネリック医薬品の代替調剤に関する疑問など志高い学生さんから多くのご質問を頂

きました。学生さんにとって、ジェネリック医薬品を体系的に知るための良い機会になったのであれ

ば幸いです。

○同志社女子大学 薬学部

薬科大学での講義について

広報委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

講演日時

形 式

テ ー マ

講 師

聴 講 者

：

：

：

：

：

2022年12月13日（火）11:00 ～ 12:30

対面

「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

南雲 浩之 氏（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会ニュース・講演部会長）

4年生124名
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広報委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

○昭和薬科大学

講演日時

形 式

テ ー マ

講 師

聴 講 者

：

：

：

：

：

2022年12月15日（木）13:00 ～ 14:20

対面

「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

後藤 秀樹 氏（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会ニュース・講演部会委員）

4年生207名

○九州保健福祉大学 薬学部

講演日時

形 式

テ ー マ

講 師

聴 講 者

：

：

：

：

：

2022年12月23日（金）13:10 ～ 14:40

対面

「ご存じですか？ジェネリック医薬品」

南雲 浩之 氏（日本ジェネリック製薬協会　広報委員会ニュース・講演部会長）

5年生50名
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参加された学生の方々からのお声を一部、ご紹介いたします。

・グラフなどが多くてデータに基づいていてわかりやすかった。

・国の財政が圧迫している要因に医療費がとても大きく関わっていることから、薬剤師としてジェネ

リック医薬品を勧めることがとても重要であることがわかった。

・様々な過程を経て作られているということがわかり、進んで使いたくなった。

・付加価値の重要さに気づけました。薬局行ったら比べてみたいと思いました。

・ジェネリックについて正しい知識を得られました！

・ジェネリックは強制的に進めていくんじゃなくて、患者さんに知ってもらって納得してもらって使

うか決めてもらうということが大切なんだとわかりました。将来自分もジェネリックを患者さんに

勧める機会があったらそのことを忘れないようにしようと思いました。

・私の祖母は、後発医薬品は価格が安い分だけ手抜きの薬だと勘違いしているので、今回の講義で学

んだことを祖母にも今度伝えようと思いました。

広報委員会

177号1 月
2023年
令和5年委員会活動報告

講義依頼はQRコードから

J G A  N E W S 12

＜ご参考＞

　日本ジェネリック製薬協会ホームページ

　薬学生向け資料スライド・薬剤師国家試験過去問解説・講義依頼フォーム設置ページ

　https://www.jga.gr.jp/medical/for_student.html



10月

賛助会員から 177号1 月
2023年
令和5年

　医薬品製造装置、医薬品・食品添加剤、食品品質保持剤の開発・製造・販売を行っておりますフ

ロイント産業でございます。

　

　昨今、ジェネリック医薬品メーカー様を始め製薬業界で顕在化している「生産労働人口の減少」「オ

ペレーション技術伝承」「ヒューマンエラー」など、“人”に関する課題へのソリューションとして、

2021年に新型錠剤コーティング装置HICOATER HV( ハイコーターハイファイブ 以下HC-HV)１）を

上市いたしました。

　HC-HVは、「高性能に加え、自働化システムを実装したユー

ザーフレンドリーなコーティング装置」を製品コンセプトとし

ており、従 来機からの性能向上はもちろん、UX(User 

eXperience)の向上に重きを置いてプロダクトデザインを

行い、ストレスフリーとなる生産設備の提供を目指した装置

です。

　2021年9月のJGAニュースでは、製品のコンセプトと紐づ

くHC-HVの3つの特長(高性能、ユーザーフレンドリー、自働

化システム)について概要をご紹介させて頂きました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本ニュースでは医薬品製造装置としての性能にフォーカス

し、定量的なデータを含めご紹介させて頂きます。

乾燥性能の向上

　通気機構はコーティングパンのパンチングを介して乾燥エアをパン内に送風する方式を採用し、給

排気チャンバ・パン構造を刷新した結果、ショートパス抑制による有効熱量率の向上、パン内へのコー

ティング基剤付着抑制を達成いたしました。

　乾燥エアがスプレーミストを乱すことはありませんので、従来機よりも送液量を増やすこともでき、

またパン内の汚れはほとんど発生しないため、洗浄時間の短縮や繰り返しの製造にも適応し、コーティ

ング基剤コストや作業工数の削減に寄与いたします。

攪拌混合性能の向上

　コーティングパンは撹拌混合性能に優れた8角形断面構造(以下、8角パンと省略)を採用しておりま

す。コーティングパンの形状に関しては、その他多角形パンや断面が丸形のコーティングパン(以下、丸

パン)が考えられますが、8角形は多角形のメリットを最大限に発揮でき、規則的なバッフル配列により

安定した撹拌状態を保ちながらコーティングを行う事が可能です。丸パンを採用しております従来機

と比較テスト(理論存在率と実数の関係を確認し、ばらつき度合いを指標にし、撹拌混合性能を評価)を

行ったところ、HC-HVはばらつきの少ない良好な状態となっていることを確認いたしました。

フロイント産業株式会社

１）新型錠剤コーティング装置HICOATER HV(ハイコーターハイファイブ）URL：

https://www.freund.co.jp/product/lp/hc-v/index.html?utm_source=main+v&utm_medium=main+v&utm_campaign=HC-V2021
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賛助会員から

＜ご参考＞

日本ジェネリック製薬協会Wenサイト「会員メーカー一覧：賛助会員ページ」

https://www.jga.gr.jp/information/member.html

【お問合せ先】フロイント産業株式会社 カスタマー事業本部 CS戦略企画部

　　　　　　 （電話）03-6890-0769 ／（E-mail）cssp@freund.co.jp

おわりに
　新型錠剤コーティング装置HC-HVの性能にフォーカスし、ご紹介を行いました。本装置は、錠剤コー

ティング装置としての性能の高さだけでなく、作業工数の削減など高いユーザビリティを備え、また、

自働化システムTACTによる自動運転でのコーティング終点管理により、人為的ミスの発生を防止し、

GMPに準拠した品質管理も容易としております。

　“人”に関する、また、“品質”に関する課題でお困りの方、オンラインでの製品の詳細ご説明や実機

でのテストも可能ですので、お気軽にお問合せください。

コーティング事例のご紹介
　HC-HVおよび従来機にて同じ生産量となる130型を用いて、それぞれブリム量(静的条件にて装置の

口元から錠剤が溢れない限界の量)の70%である130kgの錠剤に対してフィルムコーティングを行っ

た結果をご紹介いたします。

　前述の通り、従来機に比べ乾燥性能・攪拌混合性能を向上させたことから、送液量は従来機の240 ～

360mL/minに対して、HC-HVでは360 ～ 540mL/minにて運転し、送液量の上昇分に見合う乾燥能

力(給気風量)を与えてフィルムコーティング錠を製造しました。

　コーティング基剤にはヒプロメロース(TC-5R)、マクロゴール(PEG6000)を用い、コーティング状態

の経時変化を評価するため、コーティング液に食用色素黄色5号を添加しております。

　結果は下図の通り、従来機に対してHC-HVはスプレー工程時間を約40%削減いたしました。両装置

で製造したフィルムコーティング錠は、良好な均一性が得られる目安値となる変動係数(CV値)3%以下

で錠剤間のばらつきが抑制されており、いずれの装置も高い品質レベルで製造できることを確認して

おります。

177号1 月
2023年
令和5年

フロイント産業株式会社
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お知らせ 177号1 月
2023年
令和5年

ジェネリック医薬品数量シェア分析結果について

■令和4年度第2四半期（令和4年7月～同9月）の

　ジェネリック医薬品（GE医薬品）の数量シェア分析結果（速報値）

【参考】

（１）四半期ごとのGE医薬品数量シェア分析結果の推移 [速報値]

（２）四半期ごとのGE医薬品数量シェア分析結果[速報値]は、GE薬協理事会社からの

　　 出荷数量をもとに、IQVIA社のデータを加え推計した値である。

（３）シェアの計算方法：

　　  [GE医薬品のシェア]  =

第2四半期の数量シェア

80.3 %

期間

数量シェア 79.8%

第1Q

79.2%

第2Q

79.3%

第3Q

79.9%

第4Q

79.8%

第1Q

令和3年度 令和4年度

  [GE医薬品の数量]

 [GE医薬品のある先発医薬品の数量] + [GE医薬品の数量]

Q:四半期
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お知らせ
広報委員会

177号1 月
2023年
令和5年

　今回は、東京都のジェネリック医薬品に関するトピックスをご紹介いたします。GE薬協からは、広報

委員会の田中委員長が講演させていただく予定です。詳細は、『GE薬協レポート』からご覧ください！

GE薬協レポート～地域トピックス！～
東京都

「後発医薬品安心使用促進に係る医療関係者向け講演会」
【令和5年1月27日（金）～ 3月3日（金）】

＜GE薬協レポート＞

https://www.jga.gr.jp/news/221216_004962.html
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お知らせ
広報委員会

＜GE薬協コラムはこちらから！＞

https://www.jga.gr.jp/jgapedia/ge.html

　「人への投資」ついて、昨今のニュースや新聞等で「人的資本」に関するワードを目にしない日は

ありません。

　従来の会計基準では「人への投資」は一般管理費、人件費等の費用としてP/L上でしか反映されて

いませんでした。しかし、人材版伊藤レポートの人的資本経営では、人材をコストやリソースではな

く、キャピタル（資本）と捉えるべきと述べられています。

　今回、人材を資本と捉える『インパクト加重会計』と人的資本に関連して『ウェルビーイング』に

ついて紹介いたします。

JGApedia GE薬協コラム 第16弾
【Factに迫る！】『インパクト加重会計』について

177号1 月
2023年
令和5年
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知っ得  豆知識！

　少子高齢化が進むなかで、国民皆保険制度と医療体制の維持は重要課題として認識されており、国

と地域をあげた医療政策（医療費適正化計画）が実施されています。2024年度からは第4期医療費

適正化計画が開始する予定で、計画策定にはCOVID-19対応で得られた知見などを踏まえた議論が

求められています。

　2022年10月13日、医療費適正化計画の見直しについて厚生労働省保険局より発表がありました

ので、これまでの経緯と方向性について解説していきたいと思います。

○第1期医療費適正化計画

　医療費適正化計画は、下記の図に基づき策定され、第1期(2006～2012年度)と第2期(2013～
2017年度)は5年間、第3期(2018～2023年度)は6年間を一期として実施されています。

177号1 月
2023年
令和5年

広報委員会

医療費適正化計画について

＜参考＞

〇厚生労働省：医療費適正化計画の見直しについて

https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001000563.pdf

＜参考＞

〇厚生労働省：医療費適正化計画担当者説明会　説明資料

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190967.pdf
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知っ得  豆知識！
177号1 月

2023年
令和5年

広報委員会

　基本的な考え方である国民の健康保持の推進については、メタボリックシンドローム該当者及び

予備群を2008年度と比べて10％以上減少することを目標として定め、2012年度のメタボリックシ

ンドローム該当者及び予備群の減少率は、2008年度と比べて12.0％減少となりました。

　ただし、都道府県別にみると、平成24年度のメタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少

率が20％程度の都道府県がある一方で、減少率が５％台のところや、一部で増加している都道府県

があるなど、都道府県毎に大きな差が見られます。

　医療の効率的な提供の推進については、医療機関の機能分化と連携推進、在宅医療地域ケア推進と

療養病床の再編成を各地域で実践することで、入院期間の短縮が図られました。2012年は、平均在院

日数目標値29.8日に対し全国平均在院日数29.7日で目標値を下回る結果となっています。
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知っ得  豆知識！

　なお、療養病床については機械的な削減は行わないこととしていること、療養病床のうち介護療養

病床については、2017年度末まで転換期限を延長していることも踏まえつつ、今後の医療療養病床

の在り方について、引き続き検討を行っていくことなりました。

【第１期医療費適正化計画の評価と課題】

　第1期医療費適正化計画は、2006年度は第1期計画医療費見通し34.5兆円に対し医療費実績は

34.1兆円で0.4兆円、2012年度は第1期計画医療費見通し38.6兆円に対し医療費実績は38.4兆円

で0.2兆円、それぞれ医療費を削減した結果となりました。

　第１期の最終年度である2012年度の特定健診実施率70％、特定保健指導実施率45％の目標につ

いては、各実績とも大きく乖離があることから、引き続き第２期医療費適正化計画においても、実施

率の向上に向けて、関係者の更なる取組をより一層促す必要があるとされました。また、国において

は、実施率に係る保険者種別ごとの要因分析や国民に対する制度の普及啓発を進めるとともに、現在

厚生労働省において、専門家の知見も借りながら、特定保健指導の医療費適正化効果等について検証

し、当該検証結果の内容が都道府県や保険者に情報提供されました。

　また、医療機能の分化・連携等を推進、医療機関が病床の医療機能を都道府県に報告など、都道府

県は、地域の医療需要の将来推計や報告された情報等を活用して、二次医療圏等ごとの各医療機能や

在宅医療の将来の必要量を含めた地域医療構想の策定が、第2期以降の課題とされました。

177号1 月
2023年
令和5年

広報委員会

＜参考＞

〇厚生労働省：第 1 期医療費適正化計画の実施に関する評価

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190966.pdf

＜参考＞

〇厚生労働省：第1期医療費適正化計画（2008 ～ 2012年度）について

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190959.pdf
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知っ得  豆知識！

○第2期医療費適正化計画

　医療費適正化計画は継続的な改善を促す必要があることからPDCAサイクルが推進されており、

2008年度を始期とする１期５年間の計画であるため、１期の中間年度である2010年度において進

捗状況の評価を行った上で、2013年度から第２期の計画期間が始まりました。目標の達成状況及び

施策の実施状況については、中間評価に加えて、必要に応じ、計画の途中期間であっても評価を行い、

計画の見直し等に反映させることとなりました。

　第1期の結果と傾向と比較して、第2期医療費適正化計画は達成の可否と傾向に大きな差は見られ

ないものの、特定健康診査実施率と特定保健指導実施率は上昇、メタボリックシンドローム該当者お

よび予備群は減少傾向にあります。平均在院日数は、多少の地域差はでたものの、着実に短縮傾向に

ありました。第2期医療費適正化計画には後発医薬品の使用推進が新たに盛り込まれており、こちら

も年を追うごとに使用割合の上昇が確認できます。

　下記に第2期医療費適正化計画の策定に向けた考え方やポイントの図を示します。

177号1 月
2023年
令和5年

広報委員会
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知っ得  豆知識！

＜参考＞

〇厚生労働省：第2期医療費適正化計画（2013 ～ 2017年度）について

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190967.pdf

177号1 月
2023年
令和5年

広報委員会
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知っ得  豆知識！

○第3期医療費適正化計画

　2018年に開始された第3期医療費適正化計画では、地域医療構想に基づいた医療資源の有効活用

と地域内における医療機関の連携推進、糖尿病をはじめとした生活習慣病の重症化予防、後発医薬品

利用のさらなる推進などが盛り込まれているのが特徴です。都道府県の事情を反映した個別取組目

標は任意事項にとどまっています。団塊の世代の後期高齢者入りを前に、「経済財政運営と改革の基

本方針(以下、骨太の方針)」には医療提供体制と医療費の地域差半減に向けた取り組みとして医療費

適正化計画の見直しを行う旨の文言が記載されました。

＜参考＞

〇厚生労働省：第2期医療費適正化計画(2013～2017年度)について

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190967.pdf

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190688.html

177号1 月
2023年
令和5年

広報委員会
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知っ得  豆知識！

○第4期医療費適正化計画の見直し案

　2024年度からは第4期医療費適正化計画が開始する予定です。

厚生労働省が発表（2021年）している「健康寿命」は、男性が72・68歳、女性は75・38歳となって

います。4人に1人が高齢者となり、まさに団塊の世代の年齢が後期高齢者となる2025年には、医療

費がますます増加してゆくことが見込まれています。

　本原稿執筆の段階で、公表されている全体像は下記のようになっております。

＜参考＞

〇厚生労働省：第3期医療費適正化計画(2018～2023年度)について

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000190972.pdf

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000190705.html
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知っ得  豆知識！

＜参考＞

〇厚生労働省：健康寿命の令和元年値について

https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/000872952.pdf
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173 号9 月
2022年
令和4年

（COP便り：バックナンバー）

https://www.jga.gr.jp/jgapedia/cop.html

患者指導用のための製剤見本の提供について

　既に当社医薬品Aを採用しているBクリニックの院長から患者指導用

に使用するために、医薬品Aの製剤見本の提供依頼がありました。

　医薬品Aの製剤見本を患者指導用として提供しても良いでしょうか？?

A 回答

　医療用医薬品製造販売業公正競争規約（規約）では「製剤見本とは、

医療担当者が当該医療用医薬品の使用に先立って、剤型及び色、味、

におい等外観的特性について確認することを目的とするもの」とさ

れており、患者指導に供するものではありません。

　医療担当者が外観的特性について製剤見本で確認をする場合の提

供ついて規約で制限はしていませんが、その提供については、該当医

薬品の情報を伴い、必要最小限度とし、反復提供を行わないこととし

ています。

　このケースでは、医療担当者が外観的特性について確認するとい

う目的に沿わないため、製剤見本の提供はできません。

　患者指導用に該当医薬品の外観特性の確認は、剤型見本（有効成分

が入っていない）や写真等の画像データにおいても対応が出来ると

考えます。

COP便り 177号1 月
2023年
令和5年
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活動案内

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

WEB併用

信頼性向上PJ常任委員会
環境委員会
知的財産委員会
総務委員会
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
バイオシミラー委員会
国際委員会
薬価委員会(幹事会)
品質委員会(幹事会)
信頼性向上PJ常任委員会
正副会長会・理事会
流通適正化委員会
広報委員会(幹事会)
倫理委員会
政策委員会政策実務委員会
薬価委員会(幹事会)
薬制委員会(幹事会)
広報委員会ニュース・講演部会
信頼性向上PJ（MR教育研修検討チーム会議）
安全性委員会(幹事会)

WEB開催のみ
〃
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
WEB開催のみ

〃
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室
WEB開催のみ

〃

1日
2日
5日
6日
7日

9日
12日
13日
15日
16日

19日
20日

21日

22日
23日

開催日 委員会 開催場所

12月

今月の予定

日誌

信頼性向上PJ（MR教育研修検討チーム会議）
倫理委員会
信頼性向上PJ常任委員会
薬価委員会(幹事会)
知的財産委員会
総務委員会
薬制委員会(幹事会)
薬制委員会全体会議
政策委員会政策実務委員会
くすり相談委員会
品質委員会(幹事会)
品質委員会全体会議
広報委員会コミュニケーション広報戦略部会
バイオシミラー委員会
MR教育研修実務者連絡会
正副会長会・理事会
安全性委員会(幹事会)
COP委員会
広報委員会ニュース・講演部会
広報委員会(幹事会)
国際委員会
薬事関連委員連絡会
信頼性向上PJ常任委員会

WEB開催のみ
〃
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃

WEB開催のみ
〃

日本ジェネリック製薬協会会議室
〃
〃
〃
〃
〃

CIVI研修センター日本橋会議室
〃

WEB開催のみ
日本ジェネリック製薬協会会議室

〃
〃

WEB開催のみ
〃
〃

6日
11日

12日
13日
17日
18日

19日
20日

23日
24日
25日
26日

27日
30日

31日

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

開催日 委員会 開催場所 WEB併用

1月
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編集後記

　子供のころの冬休みの思い出といえば、毎年実家で行われていた餅つきである。私の生まれ育った町は、

関東の端の方の田舎で、まだまだ親戚づきあいが色濃く、年末には親戚がたくさん集まり早朝から半日かけ

て餅をついて、お正月への準備を行うのが恒例行事だった。もちろん、杵と臼を使った餅つき大会である。

　朝の早い時間からみんなが集まり大きな声を出して一生懸命に餅をつく姿は、大人になった今でも強

く印象に残っている。そんな中で、子供だった私の役目は2つ。1つ目は、四角い木の枠に、つきたての餅を

手で伸ばし大きなのし餅をつくること。経験のある方なら分かってもらえると思うが、これが意外とコツ

がいる。つきたて熱々の餅を素手で角まで伸ばし、さらに均等な厚さの正方形の形に整えるのはなかなか

難しい。小さなころから毎年鍛えられた私は、小学生になった頃には周りの大人に褒められる程度にのし

餅が作れるようになった。

　2つ目は、杵でつく前にモチ米の蒸し加減をチェックすること。つまりはつまみ食いである。かまどで炊

いた蒸したてのモチ米の味はとても美味しく、チェックと言いながら何回も食べていた。私個人的には、

出来上がった餅よりこっちの方が好きだった。

　そんな思い出深い餅つきも、つき手がいないのと高齢化のせいでもう行われていない。帰省すると電気

餅つき機でついたお餅で正月を迎えるここ数年である。高齢化は医療費の増加など医薬品業界に関連す

る問題の一つでもあるが、こういった昔からの風習が地域から少しずつ減っていくのも寂しいことであ

る。なにより、あのつまみ食いの美味しさを次世代の子供たちが味わえないのはかわいそうだなと思う。

　医療費だけでなくいろいろと暗い話題の多いここ数年だが、年が明けて2023年。問題を少しでも前進・

解決し「今年はいい年だった！」と振り返ることができる明るい1年になることを願っている。

（M.N）

餅つき

編 集 日本ジェネリック製薬協会　広報委員会

発 行 日本ジェネリック製薬協会

〒103-0023　東京都中央区 日本橋本町3-3-4 日本橋本町ビル7F 
TEL: 03-3279-1890 / FAX: 03-3241-2978 / URL: www.jga.gr.jpNEWS

JGA
J a p a n  G e n e r i c  
M e d i c i n e s  A s s o c i a t i o n
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別紙









区分 成分名 先発品及び会社名 規格単位 品目数 収載希望会社名
1 内 エスシタロプラムシュウ酸塩 持田製薬

精神神経用剤（117） レクサプロ錠１０ｍｇ＊＊ １０ｍｇ１錠 8
－ １０ｍｇ１錠（OD） 3
レクサプロ錠２０ｍｇ＊＊ ２０ｍｇ１錠 8
－ ２０ｍｇ１錠（OD） 3

22 収載会社数　９社
2 内 エソメプラゾールマグネシウム水和物 アストラゼネカ

消化性潰瘍用剤（232） ネキシウムカプセル１０ｍｇ＊＊ １０ｍｇ１カプセル 8
ネキシウムカプセル２０ｍｇ＊＊ ２０ｍｇ１カプセル 8

16 収載会社数　８社
3 注 イバンドロン酸ナトリウム水和物 中外製薬

他に分類されない代謝性医薬品（399） ボンビバ静注１ｍｇシリンジ＊＊ １ｍｇ１ｍＬ１筒 4

4 収載会社数　４社
4 注 ダプトマイシン MSD

主としてグラム陽性菌に作用する
もの（611）

キュビシン静注用３５０ｍｇ＊ ３５０ｍｇ１瓶 1

1 収載会社数　１社
5 外 ルリコナゾール サンファーマ

寄生性皮ふ疾患用剤（265） ルリコンクリーム１％ １％１ｇ 1
ルリコン軟膏１％ １％１ｇ 1

2 収載会社数　１社

　＊　新薬創出等加算対象品目
　＊＊　過去に新薬創出等加算の対象であったが、累積加算額を返還していない品目

キョーリンリメディオ、沢井製薬、
第一三共エスファ、東和薬品、日新製薬、
ニプロ、日本ケミファ、陽進堂

沢井製薬

岩城製薬

令和４年12月後発医薬品収載　初後発一覧表

沢井製薬、第一三共エスファ、高田製薬、
東和薬品、日医工、ニプロ、日本ジェネリック、
マイランEPD、Meiji Seika ファルマ

沢井製薬、シオノケミカル、東和薬品、
ブリオファーマ








